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⑴
中
国
に
よ
る
防
空
識
別
圏
設
定
に

抗
議
し
撤
回
を
求
め
る
決
議

　

本
市
議
会
は
、
東
シ
ナ
海
上
空
に

防
空
識
別
圏
を
設
定
し
た
中
国
政
府

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み

は
断
固
容
認
せ
ず
、
わ
が
国
の
主
権

を
侵
害
す
る
無
謀
か
つ
危
険
な
措
置

に
対
し
て
厳
重
に
抗
議
し
、
公
海
上

の
飛
行
の
自
由
を
制
限
す
る
一
切
の

措
置
の
即
時
撤
回
を
求
め
る
。

⑵
地
方
交
付
税
別
枠
加
算
措
置
の

存
続
を
求
め
る
意
見
書

　

国
の
平
成
26
年
度
予
算
編
成
の
基

本
方
針
の
協
議
に
お
い
て
、
地
方
交

付
税
の
別
枠
加
算
措
置
を
廃
止
す
る

べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
し
か

し
、
景
気
回
復
が
遅
い
地
方
に
お
け

る
財
源
の
確
保
は
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
仮
に
別
枠
加
算
が
全
廃
さ
れ
る

と
、
財
源
不
足
が
憂
慮
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
別
枠
加
算
措
置
を
存
続

す
る
よ
う
国
に
強
く
求
め
る
。

⑶
公
共
工
事
の
入
札
不
調
を

　
　
　

解
消
す
る
環
境
整
備
を

求
め
る
意
見
書

　

震
災
復
興
事
業
や
景
気
回
復
に
伴

う
建
設
工
事
の
増
に
よ
る
資
材
高
騰
、

人
材
不
足
に
よ
り
、
公
共
工
事
の
入

札
不
調
が
増
加
し
て
い
る
。
震
災
復

興
事
業
や
、
老
朽
化
が
進
む
公
共
イ

ン
フ
ラ
の
防
災
・
減
災
対
策
に
必
要

な
公
共
工
事
の
円
滑
な
入
札
に
対
す

る
取
り
組
み
は
急
務
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
入
札
不
調
を
解
消
す
る

た
め
、
地
元
貢
献
等
に
対
す
る
加
点

⑴
～
⑺
は
全
員
賛
成
で
、
⑻
～
⑿
は
賛
成
多
数

で
可
決
し
、
意
見
書
は
国
等
関
係
機
関
へ
提
出

し
ま
し
た
。
⒀
、
⒁
は
否
決
し
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
に

提
出
し
た

（要旨）

意
見
書･

決
議

評
価
な
ど
、
多
様
な
入
札
契
約
方
式

を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
３
項
目
の
実

施
を
政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑷
過
疎
対
策
の
積
極
的
推
進
を

求
め
る
意
見
書

　

食
料
等
の
供
給
、
国
土
・
自
然
環

境
の
保
全
等
、
多
面
的
・
公
益
的
機

能
を
果
た
す
過
疎
地
域
で
は
、
多
く

の
集
落
が
消
滅
の
危
機
に
ひ
ん
す
る

な
ど
、
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
直
面

し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
引
き
続
き
過
疎
地
域
に

対
し
て
総
合
的
か
つ
積
極
的
な
支
援

を
行
う
た
め
、
地
方
交
付
税
の
充
実

と
と
も
に
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
必

要
額
の
確
保
お
よ
び
対
象
事
業
の
拡

大
を
図
る
こ
と
な
ど
５
項
目
の
推
進

を
政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑸
山
村
振
興
法
の
期
限
延
長
と

内
容
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

山
村
振
興
法
は
、
自
然
環
境
の
保

全
等
に
重
要
な
役
割
を
担
う
山
村
の

経
済
力
の
培
養
と
住
民
福
祉
の
向
上

等
を
図
る
た
め
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
法
の
期
限
が
平
成
27
年
３
月

末
に
到
来
す
る
が
、
山
村
地
域
の
現

状
お
よ
び
近
年
新
た
に
見
直
さ
れ
て

い
る
癒
し
の
場
と
し
て
の
役
割
を
踏

ま
え
、
同
法
の
期
限
延
長
と
内
容
の

充
実
を
国
に
強
く
求
め
る
。

⑹
手
話
言
語
法
制
定
を求

め
る
意
見
書

　

平
成
20
年
に
発
効
さ
れ
た
障
害
者

権
利
条
約
に
よ
り
、
手
話
が
言
語
と

し
て
国
際
的
に
認
知
さ
れ
た
。
ま
た
、

23
年
に
改
正
さ
れ
た
障
害
者
基
本
法

で
は
、
国
と
地
方
公
共
団
体
に
対
し

て
情
報
保
障
施
策
を
義
務
付
け
て
お

り
、
自
由
に
手
話
が
使
え
る
社
会
環

境
の
整
備
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
手
話
言
語
法
の
早
期
制

定
を
政
府
に
強
く
要
望
す
る
。

⑺
母
子
家
庭
等
へ
の
就
業
自
立
支
援

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

母
子
家
庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進

事
業
は
、
雇
用
情
勢
が
厳
し
い
本
県

全
体
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る

政
策
で
あ
る
が
、
制
度
の
縮
小
に
よ

り
母
子
家
庭
に
お
け
る
貧
困
の
連
鎖

が
進
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
支
給
金
額
と
支
給
期
間

を
制
度
縮
小
前
の
平
成
23
年
度
の
水

準
に
早
急
に
戻
す
と
と
も
に
、
一
時

的
に
生
活
困
窮
に
陥
っ
た
方
々
が
再

挑
戦
で
き
る
機
会
の
創
出
お
よ
び
支

援
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
を
国
に

強
く
要
請
す
る
。

⑻
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
転
換
促
進
に
対
す
る

国
の
財
政
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
排
出
さ
れ

る
汚
水
が
合
併
処
理
浄
化
槽
の
８
倍

の
汚
濁
水
質
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
環

境
保
全
に
十
分
役
立
っ
て
い
る
と
は

言
え
ず
、
ま
た
、
補
助
対
象
と
な
ら

な
い
経
費
の
個
人
負
担
が
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
転
換
の
障
害
と
な
っ
て

い
る
。

　

よ
っ
て
、
転
換
の
促
進
を
図
る
た

め
、
さ
ら
に
積
極
的
な
財
政
支
援
を

講
じ
る
よ
う
政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑼
総
合
的
で
安
心
で
き
る

難
病
対
策
・
小
児
慢
性
特
定
疾
患

対
策
の
法
制
化
を
求
め
る
意
見
書

　

現
在
、
国
が
進
め
て
い
る
難
病
の

医
療
費
助
成
制
度
の
見
直
し
は
、
こ

れ
ま
で
自
己
負
担
の
な
か
っ
た
重
症

患
者
に
負
担
を
求
め
、
軽
度
者
を
助

成
対
象
か
ら
原
則
除
外
す
る
な
ど
、

現
行
制
度
か
ら
後
退
す
る
重
大
な
問

題
を
含
ん
で
い
る
。

　

よ
っ
て
、
難
病
対
策
・
小
児
慢
性

特
定
疾
患
対
策
が
総
合
的
で
安
心
で

き
る
制
度
と
し
て
運
用
さ
れ
、
自
己

負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
、
患
者
の

立
場
に
立
っ
た
見
直
し
を
進
め
る
こ

と
を
政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑽
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

　

現
行
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
策

は
、
少
子
化
を
転
換
さ
せ
る
施
策
と

し
て
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、

特
に
保
護
者
の
要
望
が
強
い
保
育
・

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
見
直
す
べ

き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
少
子
化
対
策
の
柱
と
し

て
、
保
育
料
と
子
供
医
療
費
（
12
歳

以
下
）
の
保
護
者
負
担
の
無
料
化
を

全
国
的
に
実
施
す
る
方
針
を
示
す
と

と
も
に
、
そ
の
費
用
の
段
階
的
な
国

費
負
担
の
増
加
に
つ
い
て
早
急
な
検

討
を
国
に
強
く
要
請
す
る
。

⑾
企
業
減
税
等
か
ら
確
実
な
賃
金

引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　

実
体
経
済
の
現
状
を
示
す
多
く
の

指
標
が
改
善
し
、
企
業
の
景
況
感
が

上
向
い
て
い
る
一
方
で
、
賃
金
上
昇

を
実
感
す
る
国
民
は
少
な
く
、
賃
上

げ
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
企
業
減
税
等
が
実
効
的

な
賃
上
げ
に
結
び
付
く
よ
う
な
施
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
道

筋
を
示
す
こ
と
を
政
府
に
求
め
る
。

⑿
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る

　
　

新
た
な
地
域
支
援
事
業
の

導
入
に
係
る
意
見
書

　

介
護
予
防
給
付
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
が
実
施
し
て
い
る
地
域
支
援
事

業
に
段
階
的
に
移
行
さ
せ
、
包
括
的

に
実
施
す
る
方
向
で
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
急
激
な
制
度
変
更
は
、

現
場
の
事
業
者
や
市
町
村
に
大
き
な

混
乱
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

　

よ
っ
て
、
新
た
な
地
域
支
援
事
業

へ
の
移
行
に
伴
い
、
事
業
費
の
上
限

設
定
に
つ
い
て
適
切
に
見
直
す
こ
と

な
ど
４
項
目
に
つ
い
て
、
特
段
の
取

り
組
み
を
政
府
に
強
く
求
め
る
。

⒀
特
定
秘
密
保
護
法
の
撤
廃
を

求
め
る
意
見
書

⒁
地
方
に
不
可
欠
な
生
活
の

　

足
で
あ
る
軽
自
動
車
の
税
率

引
き
上
げ
に
反
対
す
る
意
見
書

　

12
月
定
例
会
の
前
後
に
、
県
市
合

築
図
書
館
、
新
資
料
館
な
ど
を
含
め

全
国
的
な
公
共
工
事
の
入
札
不
調
の

ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

う
し
た
中
で
可
決
し
た
学
校
耐
震
化

事
業
が
速
や
か
に
執
行
さ
れ
る
か
ど

う
か
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
議
会
と
し
て
も
「
翌
年
度

末
ま
で
に
竣
工
」
と
い
う
補
正
予
算

ル
ー
ル
の
見
直
し
を
国
に
求
め
て
い

く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
議
会
広
報
委
員
会
）

編
集
後
記

※決議とは、議会の意思を対外的に表明する行為です。




